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1. スタイルについて

1.1. 特徴

　このテンプレートは本文を10ptに設定し，なるべく行数が多くなるように設定しています。何もしなければ60行書けます。また，行間もなるべく取らないようになっているのでだいぶ節約できているのではないかと思います。

　ちなみにタイトルだけは14ptになっています
。

1.2. 使い方

　論文のタイトルは「表題」スタイル，名前は「center」スタイル，節見出しはレベルに応じて「見出し1」「見出し2」「見出し3」，本文は「標準」，用例は「ex」，用例の前後を空行にするなら「ex-before」と「ex-after」を使います。またグロスを入れるときには「gloss」スタイルにすると幅の狭いフォントになります。
(1)
用例です。


a.
鍋と炊飯器がケンカしている。


b.
やっぱりパンダはうどんだ。


c.
ご主人様はタヌキを捨てた。



Guardian-top Tanuki-acc lapsed

　あと，参考文献は「ref」スタイルを使います。refスタイルが適用された段落はぶら下げインデントが設定され，フォントのサイズも小さくなっています。

　もしスタイル機能を使わないで書いた人がいても，編集者側でスタイルを適用することで統一的なものができあがります。
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� 脚注は9ポイントで設定しています。





